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はじめに「本業務の概要」 

本業務の目的 

（１）見守り支援ネットワークの基本的な考え方 

 住み慣れた地域で支えあい、安心していきいきと暮らせるまち 

近年、日野市の高齢者人口は１人暮らし世帯や高齢者のみ世帯を中心に増加を続け

ています（平成29年1月1日現在44,605人、高齢化率24.3％）。高齢者人口の増加に

伴う虚弱や要介護となるおそれのある高齢者の増加、核家族化の進行に伴う家族によ

る介護機能の低下、都市化傾向の進展による近隣コミュニティーの結びつきの希薄化

などを背景に、孤立死のような不幸な事件も起きています。 

高齢者福祉の分野では、特に身近な「地域」で高齢者の生活を支える仕組みづくり

が最重要課題となっており、日野市では、こうした社会的にも孤立しがちな高齢者を

地域での支えあいを通じ見守り、支援する「高齢者見守り支援ネットワーク」の構築

によって「安心していきいきと暮らせるまち」づくりに積極的に取り組んでいます。 

 

（２）本報告書の位置付け 

本報告書は、上記の目的を達成するために平成16年度から取り組んできた「日野市

高齢者見守り支援ネットワーク事業」の平成28年度の活動内容をまとめたものです。 
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これまでの経緯 

高齢者の生活実態を調査し必要な支援内容を整理した上で、できることから少しず

つ、地域のボランティアの方々の協力を得ながら活動を広げて来ました。 

年度 テーマ 特徴的な取組 

Ｈ16 ○資源・ニーズの把握 

○モデルシステムの

構築 

・市内の高齢者を対象とした「ふれあい訪問調査」や事業所を対象

とした“連携可能性調査”を実施し、「現在は元気で自立している

が健康面が不安なひとり暮らし高齢者」などの対象となる高齢者

像と具体の支援内容を５つのパターンにとりまとめ 

Ｈ17 ○モデルシステムの

試行・評価 

○事業計画づくり 

・市内４つのモデル地区で 19 人の対象高齢者、30 人のふれあい見

守り推進員とともに“見守り”“声かけ”の支援を試行 

・この成果をもとに、「週１回のさりげない見守り」「月１回程度の

玄関先での声かけ」の活動を全市へ２カ年で展開する計画を作成 

Ｈ18 ○地域展開スタート ・前年度に設定した目標に従って市内各地で順次ネットワークの立

ち上げを行い、市内のちょうど半分で活動がスタート 

・立ち上げにあわせて「見守り支援ネットワークフォーラム」を開

催したほか、２回目のふれあい訪問調査も実施（以降毎年実施） 

Ｈ19 ○基本型の全市展開 

○新しい活動の芽生

え 

・平成 18 年度から始まったネットワークの立ち上げが完了し“見

守り”“声かけ”が遂に全市に広がる 

・活動の中から見えてきた課題に対する新たな展開として「百草ふ

れあい協議会」による「ふれあいサロン」の開設を準備 

Ｈ20 ○ネットワークの拡

大 

・「ふれあい交流型」活動を継続的に支援するための要綱を策定 

・や５つのパターンの最後の１つ「お世話・お手伝い型」にあたる

「ちょこっとお手伝いサービス」を新たに立ち上げ 

Ｈ21 ○活動の継続実施 

○新たな活動方針の

検討 

・対象高齢者や見守り推進員の拡充、サロン「よりみちさくら」の

新規開設など既存の活動のフォローアップを実施 

・立ち上げ当初の計画がおおむね狙い通りに実施されたことから、

課題の解消と更なる活動の充実を目指して新たな活動方針を検討 

Ｈ22 ○ネットワークの次

なる展開 

・既存の活動と並行して、平成 21 年度に検討した新たな活動方針

の１つである「気にかけ運動」の企画検討に着手 

・見守り支援ネットワークのＰＲの一環として、高齢者月間にあわ

せて市役所ホールを会場にパネル展を開催 

H23 ○全市展開から丸 5

年の振り返り 

・平成 18 年に“見守り”“声かけ”の全市展開を開始してから丸 5

年が経過したのを記念して、これまでの活動の振り返りや今後の

展開を考えるシンポジウムを大々的に開催 

H24 ○「気にかけ運動」の

積極的な展開 

○事業ＰＲの展開 

・「気にかけ運動」の展開にあたって、従来の手あげ方式から、こち

ら積極的に地域を訪問して「勉強会」を開催する方法を試行 

・「気にかけ運動」の展開とあわせて、広報ひのや「市民活動フェア」

に参加して、見守り支援ネットワーク全体のＰＲを積極的に展開 

H25 ○調査方法の改善 

○「気にかけ運動」の

継続展開 

・ネットワークの展開を検討する際の基礎資料の 1 つとなっていた

ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査）の実施方法を改善 

・「気にかけ運動」の展開を継続しながら、市民活動フェアや「地域

かわら版」にて取組のＰＲを実施 

Ｈ26 〇「気にかけ運動」の

一般化と拡大 

・「気にかけ運動」の狙いや基本的な活動イメージをまとめた「気に

かけ運動の手引き」等を作成 

・「手引き」とチラシを用いてより多くの地域への働きかけを実施 

Ｈ27 〇10 周年記念シン

ポジウムの開催 

・モデル地区での試行から 10 年が経過することを記念して「見守

り支援ネットワーク 10 周年記念シンポジウム」を開催 

・シンポジウムでは、協力者の方々の労いとこれからの見守り支援

ネットワークを考えるヒントを得るための講演等を実施 
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平成 28 年度の主な取組 

見守り支援ネットワークを構成する4つの取組を継続して実施するとともに（第１章

「既存の取組の実施支援」参照）、昨年度に明らかになった主要な課題「高齢化・マン

ネリ化によって協力者の減少や活動の停滞が発生している」「今後10年の形が見えな

い（取組内容が分かりづらい）のでＰＲができない（ＰＲが足りない）」に対応するた

め、次のような取組を実施しました。また、こうした活動の成果を用いて市民の方々

へのＰＲも実施しました（第４章「事業ＰＲの実施」参照）。 

 

 地域の特性の整理（第２章「気にかけ運動の展開」参照） 

 モデル地域への気にかけ運動の展開（同上） 

 関連団体（老人クラブ）に対する勉強会の開催（同上） 

 地区別勉強会の開催（第３章「ネットワークの課題解決のための検討」参照） 

 サロンらしさの文章化の試行（同上） 

 

これらの取組は、例えば“「地域特性の整理」の結果を踏まえて「モデル地域」の抽

出を行っている”“「地区別勉強会の開催」も気にかけ運動の一環である”というよう

に連続的な内容となっていますが、本報告書では特に関連の深い項目に掲載すること

とし、その箇所を上に（太字で）示します。 

 

▼主な取組とその狙い 

  対応すべき課題 

  ネットワークの統合 

（“今後 10 年の形”に対する回答） 

取組の継承と拡大 

（高齢化・マンネリ化等への対応） 

働
き
か
け
の
方
向 

内
部 

狙い① 統合型ネットワークの構築 

 

 

 

狙い③ 研修プログラムの提供 

 

 

 

 

外
部 

 

 

 

 

狙い② 関係機関・事業との調整 

 

 

 

 

狙い④ 10 年間のアーカイブの作成 

 

 

 

  

サロンらしさの 

文章化の試行 

モデル地域への 

気にかけ運動の展開 

地区別勉強会 

の開催 

地域特性の整理 

関連団体に対す

る勉強会の開催 

気にかけ運動を軸とする取組 

第２章「気にかけ運動の展開」参照 

第３章「ネットワークの課題解決のための検討」参照 
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狙い① 統合型ネットワークの構築 

地区特性にあわせて戦略的に見守り・声かけ、ふれあいサロン、気にかけ運動等を展開する中で、

“市単位で複数の活動がバラバラに動いている”現状を、“地域の中で様々な活動に取り組む複数

のチームが互いに連携しながら動いている”形へ転換することを目指す。 

 

狙い② 関係機関・事業との調整 

見守り支援ネットワークの既存の取組とこれに類似する事業について、関係機関と調整を行い、

整理・統合を目指す。 

狙い③ 研修プログラムの実施 

包括圏域を超えた情報交換やコミュニケーションの場として、既存の協力者に対する活動内容の

再確認や技術向上の場として、通常の連絡会とは異なる方法、内容のプログラムの実施を目指す。 

狙い④ 10 年間のアーカイブの作成 

昨年度に実施した思い出の募集の延長として、見守り支援の具体的な方法等を収集し、既存の協

力者に対する働きかけやこれからネットワークに参加する人が参照することができるようなテキ

ストの作成を目指す。 
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１－２ 個別の取組の実施状況 

１-２-１ はつらつ・あんしん調査（旧ふれあい訪問調査） 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークの主な対象である市内の高齢者に対して、生活の状況や満

たすべきニーズを把握するために毎年実施しているのが「はつらつ・あんしん調査」

です。本調査は、①高齢者の生活状況を把握し、②高齢者と直接顔をあわせる機会と

なり地域の中で「誰も知らない」高齢者を減らすことができるため、市の高齢福祉施

策・地域福祉力づくりを検討する上で必要不可欠のものとなっています。 

平成24年度までは地域の民生委員が民生委員法に定められた職務に基づき、対象者

宅を１軒ずつ訪問して調査票を回収する方式をとっていましたが、対象者の増加にと

もなう負担の軽減と類似調査との重複の解消を目的として、以下の通り対象や方法を

改善しながら調査を継続して実施しています。 

 

▼調査の概要 

 ～平成 24 年度 平成 25 年度～26 年度 平成 27 年度～ 

調査 

対象 

＜3 年に 1 回の全件調査＞ 

○当該年度の 4 月 1 日現在、75 歳以

上の方 

＜差分調査（全件調査に該当しない年）＞ 

○前年度の 3 月 31 日から当該年度の

4 月 1 日までの間に新たに 75 歳に

到達された方または日野市に転入し

てきた 75 歳以上の方 

※いずれも特定の施設に入院・入所等

している方を除く 

下の全てに該当する方 

①当該年度の 4 月 1 日現

在、65 歳から 74 歳ま

でのうち奇数年齢の方

及び 75 歳以上の方 

②介護認定を受けていな

い方、未申請の方 

③特定の施設に入院・入所

等していない方 

下の全てに該当する方 

①当該年度の 4 月 1 日現

在、65 歳以上のうち奇

数年齢の方 

②、③は左と同様 

④生活保護を受給してい

ない方 

調査 

内容 

①世帯の状況 

②日中１人暮らしの状況 

③生活上不安なこと 

④日常の移動能力 

⑤自治会等への個人情報提供の可否 

⑥周りとの交流の状況 

⑦見守り支援ネットワークへの参加

希望 

・左記①、②、③、⑦ 

・はつらつチェック票で

実施する質問 

（介護予防事業（二次予

防事業）の候補者を把

握するための 30 問） 

※④～⑥については上の

30 問の中で同種の質

問を実施するため省略 

・左記①～⑦ 

調査 

方法 
・郵送配布／訪問回収 ・郵送配布／郵送回収 

民生 

委員 

の訪問 

・調査票を回収するため、調査対象者

宅を全て訪問 

・郵送による返送が無かった方のうち 75 歳以上の方

のお宅を訪問して市への返送を促進 

・上の訪問とあわせて、新たに 75 歳に到達された方、

75 歳以上の転入者のお宅を訪問して資料を配付 

  



 
 
 

7 

 

（２）取組の実績 

 今回の調査では、全体（65 歳以上）で 13,884 人、75 歳以上では 6,885 人か

ら回答を得ることができました。 

 送付数は全体、75 歳以上ともに増加しており、特に 75 歳以上では 1 割近くの増

加となっています。 

 回収率は僅かに減少していますが、全体では 8 割弱、75 歳以上では 9 割超と依

然として高い値となっています。後者が特に高いのは、75 歳以上で未返送の方の

お宅を民生委員が訪問し、返送を促進していることが大きな要因と考えられます。 

 見守り支援を「お願いしたい」「推進員をやってみたい」という方の割合は、それ

ぞれ 4.8％、0.6％で前年度と大きな違いは見られません。 

▼調査票の配布・回収状況 

年度 

全体 うち 75 歳以上 

送付数 
回収数 

（回収率） 
送付数 

回収数 

（回収率） 
うち在宅※１ 

平成 28 年度調査 17,983 人 
13,884 人 

（77.2%） 
7,478 人 

6,885 人 

（92.1％） 

6,781 人 

（90.7％） 

【参考】平成 27 年度調査 17,872 人 
13,996 人 

（78.3%） 
6,894 人 

6,492 人 

（94.2％） 

6,453 人 

（93.6％） 

 ※１ 回収数から調査後の施設入所・異動を除いた数 

 

▼調査結果の概要 

【世帯の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の交友状況】 【見守り支援ネットワークへの関心】 

 
 

  

89.1%

36.9%

37.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣にあいさつを

交わす相手がいる

家を行き来する

友人がいる

困り事に手を借り

られる相手がいる

お願いしたい

4.8%

今のところ必

要ない

90.5%

「見守り推進

員」をやって

みたい

0.6%

無回答

・誤回答

4.1%

男性

46.3%

女性

53.7%

  ひとり暮ら

し

9.9%

同居者全員

が65歳以上

46.3%

子どもやそ

の家族と同

居

32.9%

その他

8.1%

無回答

・誤回答

2.9%
ひとり暮ら

し

19.8%

同居者全員

が65歳以上

39.1%

子どもやそ

の家族と同

居

32.8%

その他

5.3%

無回答

・誤回答

3.0%
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（２）取組の実績 

 対象高齢者は近年減少傾向が続いており、登録者数が 100 人を割っています。 

 ふれあい見守り推進員は、3 地域で増加、3 地域で減少し、全体ではほぼ昨年度

と同数の登録状況となっています。 

 協力事業所は、あさかわ地域を中心に多くの地域で登録数が増え続けています。 

▼対象高齢者の登録状況 

 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 
いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

H26 10 人 29 人 9 人 28 人 22 人 17 人 3 人 13 人 4 人 135 人 

H27 10 人 22 人 9 人 22 人 19 人 10 人 4 人 12 人 3 人 111 人 

H28 8 人 19 人 8 人 20 人 13 人 10 人 3 人 13 人 3 人 97 人 

増 減 
+0 人 

-2 人 

+1 人 

-4 人 

+0 人 

-1 人 

+3 人 

-5 人 

+0 人 

-6 人 

+0 人 

-0 人 

+1 人 

-2 人 

+3 人 

-2 人 

+0 人 

-0 人 

+8 人 

-22 人 

▼ふれあい見守り推進員の登録状況 

 
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

H26 17 人 27 人 26 人 33 人 24 人 40 人 9 人 13 人 14 人 203 人 

H27 18 人 24 人 26 人 30 人 26 人 35 人 9 人 12 人 12 人 192 人 

H28 19 人 27 人 23 人 31 人 23 人 35 人 9 人 11 人 12 人 190 人 

増 減 
+1 人 

-0 人 

+3 人 

-0 人 

+0 人 

-3 人 

+1 人 

-0 人 

+0 人 

-3 人 

+0 人 

-0 人 

+0 人 

-0 人 

+1 人 

-2 人 

+0 人 

-0 人 

+6 人 

-8 人 

▼協力事業所の登録状況 

 
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 市外 合計 

H26 26 所 60 所 70 所 112 所 36 所 21 所 10 所 24 所 23 所 5 所 387 所

H27 26 所 65 所 70 所 111 所 37 所 33 所 12 所 26 所 23 所 7 所 410 所

H28 26 所 84 所 71 所 108 所 42 所 36 所 14 所 30 所 26 所 9 所 446 所

増 減 
+0 所

-0 所

+20 所 

-1 所 

+5 所 

-4 所 

+3 所

-6 所

+5 所 

-0 所 

+6 所

-3 所

+2 所

-0 所

+5 所

-1 所

+3 所

-0 所

+2 所 

-0 所 

+51 所

-15 所

▼その他の機関との連携状況 

日野警察署、日野消防署、日野郵便局、(株)日野環境保全の４機関にも事業開始当初

から協力をいただいています。 

 
「巡回中の見守り」 

など 
「郵便配達時の 

ポストの確認」など 
「ごみ出し確認」「希望者 

への声かけ収集」など 
「防火診断のための 

家庭訪問」など 

商店、事務所、医療機関等の中で協力意向をいただいた事業所の方々で

す。業務を通じて地域の高齢者と日常的に接する機会が多く、その問題

や異変を早期に発見して、地域包括支援センターに連絡します。 

地域にお住まいの協力者の方々です。地域包括支援センターからの

依頼を受けて、高齢者宅の訪問や、挨拶などの声かけを無理のない

範囲で行っています。 
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（２）取組の実績 

 平山地域に新たに 2 つのサロンが開設し、市内では全部で 8 つのふれあいサロン

が活動を行っています。 

 新たなサロンは、所有者の理解を得て地域の空き家を借用しているもののほか、

個人宅の一部を開放してサロンにするという新しいパターンもあります。 

 戸建て住宅を活用したサロン（③～⑦）は 1 日平均 10 人前後、団地の集会室や

空き店舗を活用したサロン（①、②、⑧）は 1 日平均 20～40 人程度の来訪者を

集めています。 

▼ふれあい交流拠点 

 週４日以上のオープンなど高齢者の集まりやすさに対する配慮を求める。主に新

規に高齢者の居場所づくりに取り組む場合を想定。 
 

 ①百草団地ふれあいサロン 

（平成 20 年 4 月開設） 
②よりみちさくら 

（平成 21 年 6 月開設） 

③南平ふれあいサロン 

（平成 13 年 11 月開設） 

（平成 23 年 7 月ﾘﾆｭｰｱﾙ） 
場
所 

百草 999 

百草団地 281 号棟 116 番 

多摩平 2-6-1 

多摩平の森さくら集会所内 
南平 7-16-14 

体
制 

活動頻度：週 4～5 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：254 日 

来訪者：のべ 9,167 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：118 日 

来訪者：のべ 3,996 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：186 日 

来訪者：のべ 2,852 人 

 

   
 

 
④平山ふれあいサロン 

ひだまり 

（平成 28 年 4 月開設） 

⑤平山ふれあいサロン 

ソレイユ 

（平成 28 年 7 月開設） 

場
所 

平山 2-7-1 平山 3-12-1 

体
制 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：3 人～ 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：188 日 

来訪者：のべ 2,283 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：129 日 

来訪者：のべ 1,434 人 
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▼ふれあい交流活動 

 ふれあい交流拠点の基準には満たないが、自主的な運営により高齢者の交流の場

として機能しているような既存の活動を想定。 
 

 ⑥談話室ひなたぼっこ 

（平成 19 年 4 月移転） 
⑦南新井ふれあいサロン 

（平成 22 年 7 月開設） 

⑧お話サロン 

（平成 24 年 1 月開設） 

（平成25年度より助成開始） 

場
所 

大坂上 4-20-18 1 階 新井 650-2 
東平山 1-7-9 

平山住宅 9 号棟 1 階 

体
制 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 3 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 1 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：7 人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：192 日 

来訪者：のべ 1,845 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：144 日 

来訪者：のべ 1,914 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：48 日 

来訪者：のべ 978 人 

 

   

 

▼ふれあいサロン位置図 
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１-２-４ ちょこっと困りごとサービス 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークの検討当初より必要性が指摘されてきた、ひとり暮らし高

齢者等の日常生活の「ちょっとした困りごと」をお手伝するべく、平成20年度からス

タートした取組です。 

対象者からの作業依頼の連絡を受けて、事業に登録するボランティア（「協力員」）

の方が活動を行っています（「協力員」の登録がない地域から作業依頼があった場合な

ど一部の依頼は受付窓口である「（社福）おおぞら」の職員が対応しています）。 

作業を行う際には、訪問先の高齢者の様子について気にかけてもらうようにしてい

ます。 

 

▼取組の基本的な流れ 

 

 

 

 

▼サービスを活用する場合のルール 

 

  

・対象者 ：概ね 70 歳以上のひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯、障害者のみの世帯 

・作業内容：専門技術を必要としない概ね 30 分以内で終了する継続性のない作業 

（電球の交換、ブレーカー落ちの修復など） 

・利用料 ：１回 300 円（作業に係わる実費については別途利用者が負担する） 

・利用方法：（社福）おおぞらに直接電話で申込 

・受付時間：土日祝日年末年始を除く午前９時～午後５時 

ちょっとお願いしたい

作業があるのですが。 

対応可能 

対応不可 

ちょこっと困りごとサービスでの対応ができ

ない場合は、希望する内容に対応できるサービ

スが他にないかを調べて案内 
依頼者 

（社福）おおぞらから連絡を受けた「協力員」

が依頼者のお宅を訪問して作業を実施 

→概ね 30 分以内が目安 

→利用料は 300 円（作業終了時に支払い） 
（社福）おおぞら

（受付）です。 
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（２）取組の実績 

 協力員の人数に変更はなく、7 人体制で活動しています。 

 作業依頼の連絡は総数が前年度より減少しています。ただし、最も大きな変化は

「対応不可のもの」の減少であり実施内容が浸透してきていると捉えることもで

きるかも知れません。 

 実際の作業内容は「照明器具等の購入・交換」「家電、建具等の点検・修理」が多

く、過年度と同様の傾向が続いています。 

 

▼協力員の登録状況 

年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

協力員 

総数 
7 人 10 人 13 人 11 人 12 人 12 人 7 人 7 人 7 人 

増減 —— 
+4 人 

-1 人 

+3 人 

-0 人 

+1 人 

-3 人 

+1 人 

-0 人 

+0 人 

-0 人 

+1 人 

-6 人 

+1 人 

-1 人 

+0 人 

-0 人 

 

 

▼活動実績 

 毎月平均して約 17 件の依頼の電話が寄せられ、そのうち約 11 件をちょこっと困

りごとサービスで対応しています。 

 大型家具の移動や庭木の手入れ、契約代行、各種工事など専門的技術や機材を必

要とする依頼には、実施している事業所を調べて紹介を行っています。 
 

年度 
作業依頼 

連絡総数 

対応内訳 

対応 

したもの 

業者紹介

など 

情報提供

のみ 

対応不可

のもの 

依頼取り

下げ 

平成 28 年度 204 件 131 件 34 件 15 件 4 件 20 件 

【参考】平成 27 年度 221 件 139 件 34 件 18 件 15 件 15 件 

 

 

 

 

 

 

  

作業内容は多い順に、 

・ 照明器具等の購入・交換：61 件 

・ 家電、建具等の点検・修理：37 件 

・ 重量物の移動（小型家具･粗大ゴミ等）：17 件 
・ 電気機器等の操作・説明：8 件 ほか 
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１－３ 個別の取組の成果と課題 

1-2-1から1-2-4の取組毎に今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。 

▼ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査）の成果と課題 

成果 

・65 歳以上 13,884 人、うち 75 歳以上 6,885 人という大勢の方から回答を得るこ

とができました。 

・特に 75 歳以上の方については、過年度から継続して約 9 割という高い回収率となっ

ており、市内の高齢者の生活実態を把握する上で有効な方法となっています。 

・新たに質問を追加し、市で実施している空き家対策に対する関心の有無を確認するこ

とができました。 

課題 

・77%超という高い水準ではありますが、調査方法を郵送配布・郵送回収方式に変更し

た平成 25 年度以降、全体の回収率の減少が続いています。 

・昨年度に、現在の調査項目について「見守り希望に関する質問が分かりづらい（説明

不足でうまく回答してもらえていない）」という指摘があり、調査資料②見守り支援ネ

ットワークに関する説明を追加していますが、見守り支援を「お願いしたい」「推進員

をやってみたい」という方の割合は大きな変化はありませんでした。 

対応案 

・調査対象者が増え続けることを背景に、民生委員さんに対する過大な負担を軽減する

ために採用した現在の調査方法を継続することを基本に、調査協力のメリットを明確

化する、調査票を改良する、集計・分析にあたって回収率の特に高い 75 歳以上を抽

出するといった方策が考えられます。 

・特に、平成 27 年度、28 年度の 2 か年分の調査結果をまとめて（調査対象が奇数年

齢となっているため 2 年 1 セットでの集計・分析が重要）、各種の活用を行うことで、

市民に対して調査の必要性の PR を図ることが考えられます。 

 

▼「見守り・声かけ」の成果と課題 

成果 

・200 人弱のふれあい見守り推進員さんが 100 人弱の対象高齢者とご近所の様子を見

守る大きなネットワークが動いています。 

・協力事業所は、あさかわ地域を中心に全体で 50 事業所超の新規登録があり、近年で

最も大きく登録数が増加しています。 

・昨年度と同様に、地区連絡会のマンネリ化対策と推進員のやる気や技術等の向上を狙

って、3 地域の地区連絡会において気にかけ運動の PR 等を実施しました（3-2-2）。 

課題 

・対象高齢者、ふれあい見守り推進員の減少が続いています。減少ペースは鈍化傾向に

ありますが、対象高齢者は登録者数が 100 人を割ることとなりました。 

・モデル地域への働きかけを中心に事業を進めたため（第 3 章、3-2-2）、昨年度に指

摘されていた以下の課題について全市的な対応が充分にはできませんでした。 

 －新規登録を増やしていくための事業内容の PR 

 －登録したけれど役割を忘れている協力事業所への働きかけ 

 －地域毎の進め方に生じたギャップを解消する包括圏域をまたいだ情報交換 

対応案 

・登録者の減少の背景には対象高齢者、ふれあい見守り推進員ともに高齢化や転居等が

あることから、新規登録者の確保に向けた PR、特に気にかけ運動の集中展開（第 3

章）と連携した PR や担い手の掘り起こしを行うことが考えられます。 

・既存の協力者に対しては、連絡会において市内および先進地域の情報提供を行う、こ

うした地域との交流の機会を設置するなど 多層的な取組により働きかけを行うこと

を検討します。【2-3 参照】 

・さらに、ふれあい見守り推進員のやる気や技術等の向上、協力事業所への働きかけの

一方策として、昨年度にシンポジウムの中で実施した功労者の表彰を継続して実施し、

これをニューズレター等で報告することが考えられます。 
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▼ふれあいサロンの成果と課題 

成果 

・久しぶりに新しいふれあいサロンが 2 箇所も誕生しました。 

・そのうち 1 箇所は個人宅の一部を開放したもので、地域内に適当な場所がないためサ

ロンの開設を諦めている方々にとって良いお手本となる可能性があります。 

・スタッフ交流会では、カルタづくり（3-2-3）という実験的な取組を行ったところ、

好評を得ることができました。 

課題 

・“人”と“場所”の双方がうまく揃う必要があるため計画的な開設が難しいふれあいサ

ロンではありますが、平山地域に 2 つのサロンが誕生したことで、地域的な偏りが大

きくなっています。 

・昨年度から開設している 6 つのふれあいサロンのうち、3 つで訪問者が減少しており、

うち 2 つは 2 年連続で減少している状況です。 

・スタッフ交流会については、互いの良い取組を見つける（カルタづくり）だけでなく、

現在の課題についてもっと話がしたいという声も一部では出ています。 

対応案 

・まだふれあいサロンがないひの圏域での開設を目指して、空き家対策を進めている都

市計画課と連携して良い“場所”を見つけることが考えられます。 

・訪問者が減少しているサロンについては、運営状況の確認や困りごとの相談、他のサ

ロンとの見学・交流などを強化し、活性化を図ることが考えられます。 

・スタッフ交流会については、平成 28 年度に試行したカルタづくりの取組を継続して

成果を形にすること、各サロンが抱える現在の課題については上記の通り運営状況の

確認や困りごとの相談等を通じて改善を図ることが考えられます。 

 

▼ちょこっと困りごとサービスの成果と課題 

成果 

・年間 200 件を超える電話連絡があり、毎月平均 11 件程度の依頼に対応することが

できました。作業内容は昨年度とほぼ同様で、高齢者等の一定のニーズに応えること

ができていると言えます。 

・「対応不可」となったのは僅か 4 件で、柔軟な対応や事業内容の浸透の成果と考えら

れます。 

・一昨年度、昨年度と作業員の登録廃止が続いてありましたが、平成 28 年度はこれが

ゼロで、7 人体制を維持することができました。 

課題 

・連絡件数、対応件数が 2 年連続して減少しています。また、依頼の取り下げが増加し

ており、電話連絡件数の 1 割を占めています。 

・新しい協力員の募集を行っていますが、新規の登録がなく、長年活動を続けている協

力員からは「だんだん高い所の作業が怖くなってきた」「耳が遠くなって電話の聞き取

りが難しくなった」等の声も聞かれます。 

対応案 

・連絡件数および対応件数の減少、さらに依頼の取り下げの増加が発生している要因を

調査し、対応を検討する必要があります。 

・特に取組の土台となる連絡件数を増やすためには、連絡のきっかけとなっていること

が多い地域の“世話焼き”さん等への周知を進めることが考えられます。 

・新しい協力員の確保については、地域独自で困りごとのお手伝いを実施している平山

住宅自治会のような例もあることから、チラシ等による周知を継続するとともに、自

治会等の団体へ直接働きかけを行うことも考えられます。 
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第２章「気にかけ運動の展開」 

２－１ 気にかけ運動の概要 

見守り支援ネットワークでは、対象高齢者とふれあい見守り推進員をマッチングし

た１対１の見守り・声かけを中心に活動を広げてきました。しかし、事業開始から数

年が経過し、「登録を拒否するが心配な高齢者がいる」「他にも目が行き届いていない

高齢者がいる」といった課題が明らかになってきました。そこで、見守る相手を特定

せずに広く身の回りを対象とする“気にかけ”を 登録を要せず誰でも気軽に参加でき

る“運動”として始めようというのが「気にかけ運動」の出発点です。 

この「気にかけ運動」は、見守る側－見守られる側の立場を超えて、地域の中でお

互いに“気にかける”向こう三軒両隣の関係を再構築することを目指しています。日

頃からお互いに気にかけあっていれば、相手の様子の変化に気付いてあげられるだけ

でなく、日常のちょっとした困り事や災害時に助け合える関係にもつながります。ま

た、心配な方を適切なタイミングで支援につなぎ、悲しい事件を未然に防ぐ特効薬と

なることも期待されます。 

普段の挨拶やちょっとした機会に声をかける、そんなことから「誰もが安心してい

きいきと暮らせるまちづくり」始めてみませんか？ 

▼現在の取り組み内容 

 向こう三軒両隣の関係の再構築に向けたステップを以下の通り設定し、「“気にか

け”運動 地域展開の手引き」等を用いて各地域に周知を図っています。 

  
① 見ざる 言わざる 聞かざる からの脱却 

まずは、周りの方を緩やかに“気にかけ”て、深刻な状況になる前に適切なサービスにつ

なげること、そのために高齢者等のちょっとした異変を発見して、速やかに地域包括支援セ

ンターに連絡が入る体制を目指しましょう。 

② 一歩踏み込んだ地域づくり 

これだけでは足りない／もっとできそうだと思ったら、上記からさらに一歩踏み込んだ活

動を展開している地域の事例を参考に、どんなことができそうか地域の中で話し合ってみま

しょう。   例）地域の中で“気になる”方を 見守る 仕組みをつくる 

       例）高齢者が集まる地域の拠点（サロン）をつくる 

       例）地域の中で困っている方を支える仕組みをつくる 

③“向こう三軒両隣”のお付き合いへ 

日頃からお互いに気にかけあっていれば、相手の様子の変化に気付いてあげられるだけで

なく、日常のちょっとした困り事や災害時に助け合える関係にもつながります。また、心配

な方を適切なタイミングで支援につなぎ、孤立死のような悲しい事件を未然に防ぐ特効薬と

なることも期待されます。目指しているのは、このような“向こう三軒両隣”の再構築です。 
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２－２ 地域展開の実施状況 

昨年度は、出張説明と個別相談への対応という２つのルートで地域への働きかけを

行いましたが、対象となる地縁団体等からの要望や来訪が少なく、思うように展開を

図ることができませんでした。 

そこで平成28年度は、地域からの要望に合わせて出張説明を行うだけでなく、不特

定多数の方が参加できるような形の説明会を開催することにしました。こうした説明

会の開催にあたっては、まず地域特性を整理して対象となるエリア（モデル地域）の

絞り込みを行いました。さらに、説明会の中であるいは説明会への参加呼びかけを行

う中で相談窓口に関するＰＲを行い、出張説明から個別相談への流れをつくることで

集中的に地域展開を図りました。 

 

▼取組の内容 

取組項目 内容 実施・開催実績 

１．対象地域の 

絞り込み 

・地域特性を整理して「気にかけ運動」を集中

展開する対象地域を絞り込み 

以下の 3 項目を地図に整理 

・地域の高齢化の状況 

・協力者の分布 

・活動拠点＝集会施設の分布 

２．出張説明Ａ 

・上で絞り込んだエリア（モデル地域）の複数

の地縁団体等に呼びかけて「気にかけ運動」

の説明会を開催 

・要望を受けて、「気にかけ運動」に関する情

報提供を行う勉強会も継続して実施 

＜モデル地域への展開＞ 

・南平地域 

＜関連団体への展開＞ 

・老人クラブ 

２．出張説明Ｂ※ 

・見守り支援ネットワークの既存の協力者に対

して、各地区の連絡会等の機会を通じて「気

にかけ運動」に関する情報提供を実施 

・いきいきタウン地区連絡会 

・もぐさ地区連絡会 

・多摩川苑地区連絡会 

３．個別相談 

への対応 

・毎月 15 日（土・日・祝日の場合は翌平日に

振替）を“相談日”と定めて、市役所窓口に

て気にかけ運動に関する質問や相談に対応 

・相談：3 団体 4 件 

※気にかけ運動を題材にしたものだが、既存の取組のマンネリ化への対応も目的としているため、

3-2-2に実績を記載する 
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２-２-１ 対象地域の絞り込み 

（１）取組の概要 

要望が寄せられるのを待つだけでなくこちらから積極的に働きかけを行うこと、個

別の要望（点）に対応するのではなく地域内での波及効果（面）を高めることを目指

して、「気にかけ運動」の集中展開を行う地域の絞り込みを行いました。 

絞り込みにあたっては、以下の3項目を整理し、地図にまとめました。 

 地域の高齢化の状況（平成 26 年度はつらつあんしん調査の結果をもとに 75 歳以

上人口、世帯構成、日常生活動作判定の特徴整理） 

 見守り支援ネットワークの協力者の分布 

 地域活動の拠点となる集会施設の分布 

 

次に、こうして作成した地図を用いて、高齢化が進行し「気にかけ運動」への関心

が高そうな地域で、かつ見守り支援ネットワークの協力者やサロン活動が少なく、ま

た集会施設も恵まれた状況にないため、「気にかけ運動」を通じて地域活動の活性化を

後押しすべき地域はどこかを検討し、南平地域（南平1～9丁目）を抽出しました。 

 

（２）取組の実績 

 社会福祉協議会や地域協働課等の協力を得ながら市内の各地域の特徴や課題を以

下の通り整理しています。 

 こうして整理した特徴や課題は、説明会・勉強会の中で地域住民の方にも紹介し、

今後の取組を考えていただく材料としても活用しています。 

▼地域の高齢化の状況（平成 26 年度作成） 
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▼見守り支援ネットワークの協力者の分布（平成 28 年度作成） 

   
 

 

▼地域活動の拠点となる集会施設の分布（平成 28 年度作成） 
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２-２-２ 出張説明 

（１）取組の概要 

はじめに「気にかけ運動」に関する情報提供として、前項で整理した地域情報を踏

まえた運動の狙いや具体的な活動事例の紹介（情報提供）を行った上で、地域内でど

んなことをやっているのか、これからどんなことができそうかを話し合う（グループ

ワーク）というやり方を基本型に、説明会・勉強会を開催しました。 

このやり方は、地域の高齢化に対して漠然とした問題意識を持っている方に「気に

かけ運動」に取り組む動機を与えること、具体的に何かやってみたい／やらなければ

いけないと考えている方にはそのヒントを与えること、さらにグループワークの中で

既に地域にある活動や人材を掘り起こしたり、地域内での横のつながりをつくったり

することで、実際に活動を始めるきっかけや活動を拡大する後押しを与えることを目

指すものです。 

 

▼説明会・勉強会の様子 

  
 情報提供_高齢福祉課からの説明  情報提供_参加団体からの活動紹介 

  
 グループワーク_参加者同士がテーブルを囲んで情報交換・意見交換を実施 
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（２）取組の実績 

 前項で抽出した南平地域を対象にした説明会を 1 回、老人クラブ友愛委員会主催

の勉強会を 1 回開催しています。 

 この他に、ふれあい見守り推進員と民生委員を対象に包括支援センター毎に開催

している地区連絡会の中でも気にかけ運動に関する説明を実施しています。 

▼南平地域説明会（モデル地域への展開） 

開催日時 12 月 7 日（水）19：00～20：30 

開催場所 七生中学校食堂 

参加者 

＜地域住民＞ 

自治会、老人会  計 12 名（28 団体中 8 団体） 

民生委員  計 9 名（11 名中） 

その他   計 3 名 

＜事務局＞ 

包括すずらん、日野市社会福祉協議会、高齢福祉課、委託事業者 計 7 名 

プログラム 

１．高齢福祉課の取組“気にかけ運動”等に関するご説明 

２．地域内の取組のご紹介 

・松ヶ丘自治会 

・南平ふれあいサロン 

・田中六丁目自治会 

３．情報交換・相談タイム 

・2 グループに分かれて以下の内容を話し合い 

 －自ら／周りで実施中の取組（こんな人・活動があります） 

 －良いなと思った取組（できたらいいな／連携したいな） 

 －他の参加者への質問 

・全体での発表 

 

 

  
実
施
中
の
取
組 

「ふれあいサークル活動が始まりました。カラオケサークルが出来ました。 

「要介護の方など災害時要支援者の実際のところを回って状況を確認しました。 

「もしもの時のために、冷蔵庫に入れる救急情報キットを配布しました。 

「毎月 2 回、夜に 10～15 人が集まって防犯パトロールを実施しています。 

「空き家の実態調査を行いました。 

「アンケートなどを実施した上で自治会員に丁寧に説明を行って、防犯カメラを設

置することができました。 

で
き
そ
う
な
取
組 

「顔の見える関係づくりを地域で広げたい。 

「災害時の要支援者や声かけ訪問等の要望を確認するため地域の高齢者へうまく

アプローチしたい。 

「“おやじの会”でカラオケ等を地区センターで開催したい。 

「ちょこっと困りごとサービスをお手伝いしたい。 

「80 歳以上の独居または高齢世帯の方は原則役員免除（やりたい人は OK）を考

えている。 

取
組
の
課
題 

「地域で気にかけを展開する上で、地図づくりの次をどうすれば良いだろうか。 

「顔の見える関係づくりは小さい規模でないと実行は難しいのではないか。 

「個人情報 
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▼老人クラブ勉強会（関連団体への展開） 

開催日時 1 月 24 日（火）13：30～15：00 

開催場所 中央福祉センター集会室 1、2 

参加者 

＜老人クラブ会員＞ 

同           約 60 名 

＜その他＞ 

高齢福祉課、委託事業者 計 5 名 

プログラム 

１．気にかけ運動に関する情報提供 

・特に老人クラブの活動の延長にある取組、活性化につながる取組の事例を中心

に紹介 

２．参加者同士での情報交換・意見交換 

・情報提供に対する感想 

・できそう／既にやっている／参考にしたい内容 

・難しそう／あまり参考にならない内容 

３．まとめ 

・２で実施した情報交換・意見交換の内容の共有 

 

 

  

実
施
中
の
取
組 

＞老人クラブとして 

「友愛委員が一人暮らしの方又は昼間一人の方を定期的に訪ねたり、見守ったりし

ています。 

「サークルを通してお互いに声かけや気にかけをしています。一人暮らしの方には

月例版を渡す時にも声かけをしています。 

「毎月予定表カレンダーやチラシをつくって会員に渡しています。自治会報（2 か

月毎）にも情報を掲載して地域への周知を図っています。 

＞個人として 

「隣近所では一般的な声かけ、気にかけは実践しています。 

「お楽しみ会としてボランティアで民話教室（？）をやっている。続けたいと思う。 

で
き
そ
う
な
取
組 

「気にかけ運動のステップ①ならできそう。すぐに着手したい。 

「“気にかけ”のポイント資料を会員全員に配り、“何か気付いた点があったら連絡

して欲しい”というルートづくりをしたい。 

「地域での不安を取り除くため地域包括支援センターとの連絡を密にしたい。 

「ふれあいサロンをつくりたい。 

「自治会と老人クラブ共同でサロンを運営したい。そのためには市、自治会、民生

委員、老人クラブで話し合うことが第一歩と考えている。今後アプローチしたい。 

取
組
の
課
題 

「会員の高齢化で活動が難しくなっている。／友愛活動もクラブ内にとどまる。 

「個人生活情報を余り他人に知られたくないという意識がある。／情報の収集が難

しい。近い人でも付き合いがない。 

「家族が同居の場合声をかけていくのは難しい。／「他人にじろじろ見られるのは

イヤ！！」という人にどのようにどの位するのが良いのか？具合が分からない。

／声かけは何人かで行っているが、毎月やることが難しい！！ 

「サロン等は良いと思うが現状では場所がない。／やりたい気持ちがあるけれど実

行が難しい。 

「自治会と老人会、民生委員との連携をとって実践することが難しい。／信頼関係

を築かないと難しそう！ 
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２-２-３ 個別相談への対応 

（１）取組の概要 

「気にかけ」運動に関心があるけれどまだ仲間がいない、説明会を開く前に話を聞

いてみたい、あるいは既に活動しているけれどあまりうまくいっていないという方々

が気軽に相談ができるよう、毎月15日を“相談日”と定め、市役所に専門家が常駐し

て対応する体制を整えました。 

 

▼“相談日”の概要 

開催日時 
毎月 15 日 10：00-17：00 

（15 日が土・日・祝日にあたる場合は翌平日に振り替え） 

開催場所 
日野市役所２Ｆ高齢福祉課窓口 

（相談自体は市役所内の打合せスペース等で実施） 

相談日に 

できること 

１．“気にかけ”運動の概要説明＆悩み事相談 

・「“気にかけ”運動地域展開の手引き」をお配りし、運動の趣旨や基本的な進め

方、ご近所を気にかけるポイントなどをご説明 

・地域の悩み事をお聞きして、参考事例をご紹介したり、まずどんなことに取り

組めば良いかをご提案（一緒に考えます） 

２．地域の高齢化等の情報提供 

・町丁目や自治会毎（町丁目データを集計）の高齢化の進捗状況、地域毎のお付

き合いの傾向などの参考となる資料をご紹介 

３．地域の白地図のプレゼント 

・事前に自治会名や必要な範囲を聞いて、“気にかけ”運動で推奨している「ご

近所の顔と名前を把握する」際に役立つ大判の地図（白地図）をプレゼント 

４．お住まいの地域への出張説明会に関する相談 

・大勢で話が聞きたいという場合には、まずは相談日に代表の方数名に来ていた

だき、日程や会場、説明内容等について事前に打ち合わせを行うことを想定 
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２－３ 地域展開の成果と課題 

各地域での取組の状況を踏まえて今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。 

 

▼地域展開の成果と課題 

成果 

・南平地域をモデル地域として「気にかけ運動」の集中展開を行ったことで、これまで

以上に多くの地縁組織等に接触することができました。また、いくつかの自治会には

個別相談にも来てもらうことができ、昨年度に掲げた「入口をつくる」という方向性

が間違っていないことを確認することができました。 

・多くの地縁団体等の声を聞き、またモデル地域を絞り込むために地域の高齢化の状況

等の情報を改めて整理したことで、地域の中で様々な人が様々な活動を行っているこ

とが見えてきました。地域により担い手は異なっても、どこかにそうした存在を見つ

けることができそうです。（例えば、元気な老人クラブが地域のサロン活動を応援して

いる地域や、自治会が老人クラブに代わる活動を始めている地域などもある） 

・地域の情報を整理する作業は、社会福祉協議会や地域協働課等の関係機関と情報交換

を行うきっかけにもなりました。 

課題 

・勉強会・説明会や個別相談には、防災分野をはじめ地域課題に対する関心が高く、防

犯パトロールや一斉清掃などの活動を実施している比較的活発な地縁組織等が多く見

られましたが、こうした災害時あるいはイベント的な取組と、日常の“気にかけ”の

間の壁が高いことが改めて確認されました。 

・具体的には、「地図や名簿を作成した後、具体の活動に進めていくことが難しい」「大

きな規模では顔の見える関係づくりは難しい」といった声が聞かれました。 

・こうした課題の一部は、昨年度に掲げた「形をつくる（分かりやすい目標ややりがい

を感じられるような基本パターンを用意する）」ことができれば解決できたかも知れな

いものですが、今年度はそこまで到達することができませんでした。 

対応案 

・個別相談に訪れた団体の後押しを継続的に実施することを通じて、実践の中から「形

をつく」り、これを全市に広げていきます。 

・上記団体の刺激となるよう、市内および先進地域の情報収集やこうした地域との交流

の機会の設置を検討します。また、社会福祉協議会や地域協働課等の関係団体との連

携を進め、バックアップ体制の強化を図ります。【1-3 参照】 

・個別相談の入口として、南平地域をモデルとした“エリア毎に集中的に展開する”や

り方を継続して実施します。 
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第３章「ネットワークの課題解決のための検討」 

３－１ 検討の進め方 

ネットワークの課題解決に向けた検討は、見守り支援ネットワークの運営にあたっ

て中心的な役割を担っている地域包括支援センターとともに進めています。 

平成28年度は、地域包括支援センターと高齢福祉課で構成する「見守り支援ネット

ワーク検討部会」にて大きな方針を確認した後、各地域包括支援センターが開催して

いる地区連絡会の機会を利用して、既存の協力者への研修を意図した地区別勉強会の

開催を進めました。 

また、10年間のアーカイブの作成というもう1つの狙いに関しては、主にふれあい

見守り推進員の方々を対象にした「見守り支援ネットワークの思い出の募集」（昨年度

実施）に引き続き、平成28年度はふれあいサロンを対象に「聞き書きワークショップ

～サロンらしさをカルタにしてみよう」を開催しました。 

 

▼実施スケジュール 

開催時期 取組項目 内容 

平成 28 年 

6 月 27 日 

平成 28 年度第 1 回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

・平成 28 年度の活動方針について 

・平成 28 年度のスケジュール（案）に

ついて 

9 月 1 日 地域包括支援センターいきいきタ

ウン地区連絡会 

概ね以下のようなプログラムを実施 

・情報提供 

－地区の高齢化の状況等（2-2-1参照） 

－気にかけ運動の狙いや取組例 

・グループワーク 

－地図を広げて小地区毎に情報交換 

・まとめ 

－全体の状況共有 

－今後に向けた相談窓口等の紹介 

9 月 14 日 地域包括支援センターもぐさ 

地区連絡会 

9 月 27 日 地域包括支援センター多摩川苑 

地区連絡会 

平成 29 年 

3 月 9 日 

第５回ふれあいサロンスタッフ 

交流会 
・聞き書きワークショップ～サロンらし

さをカルタにしてみよう  ほか 
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３－２ 検討の実施状況 

３-２-１ 検討部会の開催 

（１）取組の概要 

「見守り支援ネットワーク検討部会」は、見守り支援ネットワークの作戦本部的な

機能を持つ場として平成26年度に立ち上げた会議です。メンバーは地域包括支援セン

ターと高齢福祉課で構成し、見守り支援ネットワークの活動方針を検討するほか、各

地域の取組状況の共有などを行っています。 

 

 

（２）取組の実績 

 平成 28 年度は、検討部会を以下の通り 1 回開催しています。 

▼平成 28 年度第 1 回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 6 月 27 日（月）10：00～12：00 

開催場所 市役所 507 会議室 

参加者 

＜包括支援センター＞ 

地域包括支援センター相談員  9 名（9 包括各 1 名） 

＜事務局＞ 

日野市高齢福祉課、委託事業者  計 4 名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．前回会議以降の市・各包括の動き 

【検討事項】 

１．平成 28 年度の活動方針について 

２．平成 28 年度のスケジュール（案）について 

３．その他 

決定事項 

（１）研修プログラムの実施について 

・平成 28 年度は、昨年度のような全市規模でのシンポジウムではなく、地区連

絡会の工夫など他の方法で代替することとする。 

・地区連絡会のマンネリ化対策と推進員のやる気や技術等の向上を狙って、マッ

プづくりや映像の上映などを実施することとする。 

・マップづくりでは、サロン活動などの新規開拓も狙うこととする。 

（２）10 年間のアーカイブの作成について 

・昨年度に作成した「見守り支援ネットワークの思い出」の記録を配布して周知に

努めることとする（ふれあい見守り推進員の活動に関する追加作業は行わない） 

（３）統合型ネットワークの構築について 

・実施内容を明確にして、モデル地区での取組を進めることとする 

・モデル地区の決定は、①包括からの希望の確認、②地域特性を整理した結果を

踏まえて事務局が候補を選定 の順番で決定することとする 
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３-２-２ 地区別勉強会の開催 

（１）取組の概要 

平成27年度は、すずらん、あいりんの2地区で開催した地区別勉強会ですが、平成

28年度は、いきいきタウン、もぐさ、多摩川苑の3地区で開催しました。 

この地区別勉強会は、前述の通り、各地域包括支援センターが開催している地区連

絡会の機会を利用したもので、地域の高齢化の状況や気にかけ運動の活動例などの情

報提供を行い、民生委員およびふれあい見守り推進員という既存の協力者への研修の

機会となることを意図しています。 

また、「見守り・声かけ（1-2-2）」や「ふれあいサロン（1-2-3）」、「気にかけ運

動（第2章）」等の拡大につながるような地域の人材や資源を出しあうグループワーク

も毎回実施しています。このグループワークについては、参加者に対して「ミッドフ

ィールダー」（昨年度に実施したシンポジウムで出されたキーワード）としての自覚を

促し、地域の「世話焼きさん」（同上）へパスを出してもらうことを意図しています。 

 

（２）取組の実績 

 各地域包括支援センターのリクエストや地域の状況に応じて、以下の通りプログ

ラムや説明内容を少しずつ変えて実施しています。 

▼包括いきいきタウン地区連絡会 

開催日時 9 月 1 日（木）10：30～11：30 

開催場所 平山季重ふれあい館 3F 会議室 

参加者 

＜地域住民＞ 

民生委員、ふれあい見守り推進員   計 10 名 

＜事務局＞ 

包括いきいきタウン、高齢福祉課、委託事業者 計 5 名 

プログラム 

※連絡会の時間の一部を使って以下のプログラムを実施 

１．はじめに 

・見守り支援ネットワークの狙い 

・現在の活動内容 

２．気にかけ運動の紹介「気にかけ運動を始めてみませんか？」 

・気にかけ運動の狙い 

・気にかけ運動の３つのステップ（具体的な取組等の紹介） 

・こうした活動を広げるにあたって 

・地域の情報交換のお願い【グループワーク】 

３．おわりに 

・皆さまにお願いしたいこと 

・「気にかけ運動相談日」のご紹介 

・ご自分でも何か始めたいと思っている方は 
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▼包括もぐさ地区連絡会 

開催日時 9 月 14 日（水）14：00～15：40 

開催場所 日野市立福祉支援センター 

参加者 

＜地域住民＞ 

民生委員、ふれあい見守り推進員   計 14 名 

＜事務局＞ 

包括もぐさ、高齢福祉課、委託事業者  計７名 

プログラム 

１．講演「ご近所福祉のすすめ」の紹介 

・講演の内容【映像上映】 

・講演のまとめ 

２．日野市における取組の紹介 

・日野市における取組の紹介 

・皆さんの地域ではいかがですか？【グループワーク】 

３．気にかけ運動の紹介「気にかけ運動を始めてみませんか？」 

・気にかけ運動の狙い 

・気にかけ運動にご協力ください（実施項目案や相談日の紹介） 

▼包括多摩川苑地区連絡会 

開催日時 9 月 27 日（火）13：30～15：30 

開催場所 マザアス多摩川苑 

参加者 

＜地域住民＞ 

民生委員、ふれあい見守り推進員   計 22 名 

＜その他＞ 

包括多摩川苑、高齢福祉課、委託事業者  計 7 名 

プログラム 

１．講演「ご近所福祉のすすめ」の紹介 

・講演の内容【映像上映】→機材トラブルのため口頭説明 

・講演のまとめ 

２．多摩川苑地域の高齢化等の状況の紹介 

・高齢化の状況 

・地域の協力者等の分布 

・活動拠点となる集会施設の分布 

３．見守り支援ネットワークの新たな取組 気にかけ運動の紹介 

・気にかけ運動とは 

・市内の取組の詳細 

・小地域での情報交換【グループワーク】 

・気にかけ運動にご協力ください（実施項目案や相談日の紹介） 
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▼説明内容（抜粋） 

  
 今後の活動のヒントとして、昨年度に実施したシンポジウム「ご近所福祉のすすめ」の内容を紹介 

  
 見守り支援ネットワークの取組の動機となる地域の高齢化等の状況を紹介 

 （他に、地域活動の拠点となる集会施設の分布（2-2-1 参照）なども紹介） 

  
 具体的な実施項目案を提示  やる気になった方、関心の高い周りの方 

 のために気にかけ運動相談日をＰＲ 
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▼できあがったカルタの内容（一部紹介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人
気
の
秘
訣
① 

ス
タ
ッ
フ
心
得 

人
気
の
秘
訣
② 

「み」んなの居場所ができて みなさんに楽しんでもらいたい と思って集まった

人が一番楽しんでいる 

「サ」ロンでは ボランティアもスタッフも利用者も みんなで一緒に盛り上がる 

「し」ょうか（唱歌）うたって７年よ ピアノ伴奏生涯仕事 老いも若きも若きは

無し無し 

＞楽しいおしゃべり 

「い」ろんなイベントもいいけれど とにかくみんなが好きなのは 食べることと

しゃべること 

「こ」うれいしゃ（高齢者）の立ち寄るサロンで話し合い 今日も元気でよし！頑

張るぞ！！ 

「ひ」とりじゃ話せない皆と 楽しいおしゃべりを 

＞笑い・笑顔 

「み」んなの笑い声 聞いているだけで 楽しいな 

「い」つ来ても 楽しく過ごせる サロンはいいな 

「ス」タッフの 笑顔が見たくて 入り浸り 

＞おもてなし 

「び」ょういん（病院）帰りにコーヒー２杯飲んで満足満足 ゴックンゴックン 私

も一度行きたいな 

＞イベント 

「カ」ラオケを 始めて男性利用者 増え始め 

＞多世代交流 

「そ」んなこんなで 若い子育て中のママ達と 仲良く仲良くしています！ 

目
下
の
課
題 

＞認知症 

「に」んちしょう（認知症） 明日は我が身 地域で見守りがんばろう 私の時も

よろしくね！ 

「な」んど（何度）も何度も同じことを 繰り返して話す人 それをにこにこ聞く

ボランティアさん 

「い」ま（今）のこと忘れてしまうけど 昔のことは話が尽きず！！ 

＞マンネリ 

「マ」ンネリ化で サロンの空気がよどむ時がある ここで何をするか？それが問

題だ！ 

＞担い手 

「わ」かい（若い）後継者が欲しい！ 今すぐにも欲しい！ 
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▼【参考】百草団地ふれあいサロンの“らしさ（良い所）” 

 （事前に実施した論点整理作業より） 
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３－３ 検討の成果と課題 

ネットワークの課題解決のための検討の実施状況を踏まえて今年度の成果と課題を

以下の通り整理しました。 

 

▼ネットワークの課題解決のための検討の成果と課題 

成果 

・地区連絡会の機会を利用して、以下のような働きかけを行うことができました。 

①地区の高齢化等の状況や気にかけ運動の狙い、取組例などの情報提供を行い、既存

の協力者（ふれあい見守り推進員、民生委員）のモチベーション向上を図った 

（過去には、民生委員あるいは元民生委員の方が中心となってサロン活動やふれあい

サロンの立ち上げを行ったこともあり） 

②大きな地図を机に広げ、地域の人材や資源を出しあうグループワークを通じて、様々

な人材や活動を把握することができた 

・サロンらしさの文章化のために実施したカルタづくりのワークショップがとても盛り

上がり、楽しみながら見守り支援のコツを収集し、まとめることができるという点で

大きな可能性を感じるものとなりました。 

課題 

・「気にかけ運動」のモデル地域での展開や、地区連絡会の場を借りた勉強会の開催など

を各地域包括支援センターと個別に進めたため、全市を対象にしたシンポジウムの開

催を主目的に検討部会を頻繁に開催していた昨年度に比べて、全体で情報を共有する

機会が減少しました。 

・勉強会を開催する中では「具体的な見守りの方法を知りたい」といった声も出ており、

「気にかけ運動」を中心とする情報提供は自分事として捉えづらく、研修やマンネリ

化対策としては充分でないことが予想されます。 

・大変盛り上がったカルタづくりワークショップにおいても、参加者の一部からは、ふ

れあいサロンの現在の課題の解決について話し合うことができなかったという指摘も

ありました。 

対応案 

・検討部会については、ネットワークの課題解決の場としてだけでなく、圏域を超えた

地域包括支援センター間の貴重な情報共有の機会となっていることを踏まえて、開催

方法・頻度を再考します。 

 

・サロンらしさを文章化したカルタを磨き上げてふれあいサロンの“虎の巻”の作成を

目指します。さらに、ふれあい見守り推進員等のその他の活動にもこれを応用し、カ

ルタづくりを地区連絡会の新たな研修プログラムとして実施することを検討します。 

・こうして収集した見守り支援のコツ（カルタ）や、その内容を実践している方を講師

にして、“気にかけ”という大きな枠組みではなく、もっとテーマを絞りこんだ研修会

等の開催も検討します。 

・まだコツに昇華されていない現在進行形の課題についても、研修会の枠組みを使って

対応を話し合う場を設置することを検討します。 

・こうした研修会の場に、ふれあい見守り推進員や民生委員だけでなく、ふれあいサロ

ンのスタッフ、老人クラブ、その他地域で自主的に周りを気にかけている方やこれか

ら何かを始めたいという方々の参加を呼びかけ、交流を促すことで、地域を単位に様々

な活動が連携して課題を解決する今後 10 年の目指すべき形が浮かび上がってくるこ

とが考えられます。 

 

【参考】検討部会に関する昨年度報告書の記述 

・（「今後 10 年の方向性」の）叩き台の用意は検討部会とは別に以下のとおり作

業を進めることが考えられます。 

 －モデル地区を定めて目に見える形をつくる 

 －他の関係者も入れた会議あるいは個別の相談により調整を進める 
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第４章「事業ＰＲの実施」 

４－１ 事業ＰＲの進め方 

見守り支援ネットワークは、社会的にも孤立しがちな高齢者を地域での支えあいを

通じ見守り、支援することによって「安心していきいきと暮らせるまち」づくを目指

すものです。こうした支えあいには市民の理解と協力が不可欠であることから、見守

り支援ネットワーク関係者に配布する「ニューズレター」を通じた事業の経過報告と、

「広報ひの」や市民活動フェアや地域懇談会への参加等を通じた不特定多数の一般市

民に対する普及・啓発のＰＲの2本柱で事業のＰＲを実施してきました。 

平成28年度は「ニューズレター」の作成・配布を継続して実施したほか、以下のよ

うな様々な機会を利用して一般市民に対する普及・啓発に努めました。 

 

 

▼事業ＰＲの実施内容 

発行／開催時期 取組項目 内容 

平成 28 年 

7 月 

一般市民に対する普及・啓発① ・協力事業所の活動紹介 

（クールスポットのＰＲ） 

11 月 一般市民に対する普及・啓発② ・“気にかけ運動”相談日のＰＲ 

平成 29 年 

1 月 

ニューズレター（第 26 号）の発行 ・特集「新たにふれあいサロンが 2 か所オ

ープンしました！」 

3 月 一般市民に対する普及・啓発③ ・ふれあいサロンの活動紹介 

3 月 ニューズレター（第 27 号）の発行 ・特集「見守り支援の虎の巻をつくるため

“カルタづくり”に挑戦しました！」 

4 月 ニューズレター（第 28 号）の発行 ・特集「市内の「サロン活動・サークル活

動」の事例をご紹介します！」 
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４－２ 事業ＰＲの実施状況 

４-２-１ ニューズレターの作成・配布 

（１）取組の概要 

ニューズレターは、見守り支援ネットワークの立ち上げ当初から高齢福祉課が発行

しているＰＲ資料です。ふれあい見守り推進員、協力事業所、民生委員等のネットワ

ークの協力者の方々に配布しているほか、一般の市民の方にも高齢福祉課や地域包括

支援センター等の窓口で手にとっていただけるようになっています。 

平成28年度は以下の通り、合計3号のニューズレターを発行しました。 

 

▼ニューズレター第 26 号の概要 

発行時期 平成 29 年 1 月 

内  容 

特集「新たにふれあいサロンが 2 か所オープンしました！」 

＜表面／1 頁＞ 

・新たにオープンした 2 箇所のサロンの概要紹介 

＜見開き／2・3 頁＞ 

・市内のふれあいサロン（全８か所）の紹介 

＜裏面／4 頁＞ 

・自分でもサロンを開きたいという方は…（支援制度等の紹介） 

▼ニューズレター第 27 号の概要 

発行時期 平成 29 年 3 月 

内  容 

特集「見守り支援の虎の巻をつくるため“カルタづくり”に挑戦しました！」 

＜表面／1 頁＞ 

・第 5 回ふれあいサロンスタッフ交流会の概要 

＜見開き／2・3 頁＞ 

・ワークショップ“サロンらしさをカルタにしてみよう”の紹介 

＜裏面／4 頁＞ 

・カルタづくりに挑戦してみませんか？ 

▼ニューズレター第 28 号の概要 

発行時期 平成 29 年 4 月 

内  容 

特集「市内の「サロン活動・サークル活動」の事例をご紹介します！」 

＜表面／1 頁＞ 

・「サロン活動・サークル活動」とは・・・ ほか 

＜見開き／2・3 頁＞ 

・市内の「サロン活動・サークル活動」のご紹介 

＜裏面／4 頁＞ 

・個人情報の取り扱いに注意！ 
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▼ニューズレター第 27 号の内容 
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４－３ 事業ＰＲの成果と課題 

事業ＰＲ全体の実施状況を踏まえて今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。 

 

▼事業ＰＲ全体の成果と課題 

成果 

・これまで同様ニューズレターによる活動のＰＲを実施しました。ニューズレターの作

成にあたっては、以下の通りターゲットや内容を変えてＰＲ効果の向上を図りました。 

－第 26 号：サロンの利用者として想定される一般市民も含めた幅広いターゲット 

－第 27 号：熱心な活動を続ける既存の協力者がターゲット（カルタの募集） 

－第 28 号：新たに活動を始めたい／もう一歩踏み込んだ活動をしたい団体や個人が

ターゲット 

・「各取組の内容の周知がもう少し必要」という昨年度出された課題に対応して、協力事

業所およびふれあいサロンについてＰＲを行うことができました。 

・また、気にかけ運動（第 2 章）の中でも、南平地域の自治会等を対象に見守り支援ネ

ットワーク事業全体に関するＰＲを実施しました。 

課題 

・ニューズレターが活動報告を兼ねた内容となったため、作成・配布の時期が一定の期

間に集中することになり、継続的な情報発信を行うことができませんでした。 

・昨年度のような全市規模でのシンポジウムではなく、地区連絡会等の工夫により既存

の協力者に対するやる気向上等を図ることになったため、南平地域を除くと一般層へ

のＰＲがやや手薄となりました。 

・その他の一般層へのＰＲ方策として、新たなチラシ・パンフレットの作成も構想とし

てありましたが、これを実施することはできませんでした。 

対応案 

・平成 28 年度からエリアを絞り込んで気にかけ運動を集中展開する方式を取り入れた

ことで、地域に働きかけを計画的に進められるようになったことから、こうした取組

と連動して一般層への PR を実施することが考えられます。 

・特に、気にかけ運動の説明会や先進地域との交流の機会等を活用して、その前後に開

催案内（チラシ等）や結果報告を実施すること、ニューズレターの定期発行などの実

施を検討します。これらの PR 資料については、地区センターへの留置や他事業の説

明会等にて配布することが考えられます。 

・ニューズレター第 27 号で実施した見守り支援の心得やコツ・工夫をまとめたカルタ

作成の呼びかけは、読者を巻き込んだ企画によりニューズレターに対する関心を高め

ることを狙ったものですが、これを継続して実施し、その成果を資料（パンフレット

等）としてまとめることも考えられます。 
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